
今
回
の
修
正
で
は
、
こ
れ
ま
で
の｢

地
震
災
害
対
策

編｣｢

一
般
災
害
対
策
編｣

な
ど
を
見
直
し
た
ほ
か
、
新

た
に
津
波
へ
の
対
応
に
重
点
を
置
い
た｢

津
波
災
害
対

策
編｣

を
追
加
し
ま
し
た
。

ま
た
、
平
成
24
年
３
月
に
制
定
し
た｢

秋
田
市
災
害

対
策
基
本
条
例｣

を
踏
ま
え
、〝
自
助
〞〝
共
助
〞〝
公
助
〞

を
基
本
理
念
と
し
て
、
総
合
的
な
防
災
対
策
を
よ
り
強

化
す
る
内
容
で
、
行
政
や
関
係
機
関
の
役
割
を
改
め
て

明
確
に
し
、
災
害
が
起
き
た
と
き
の
対
応
な
ど
を
詳

細
に
示
し
て
い
ま
す
。

新
し
く
な
っ
た｢

秋
田
市
地

域
防
災
計
画｣

は
、
防
災
安
全

対
策
課(

消
防
庁
舎
３
階)

、

ま
た
は
、
上
記
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

県
域
な
ど
を
超
え
た
被
災
住
民
の
受
け
入
れ
／

計
画
の
見
直
し
に
あ
た
っ
て
は
、
基
本
方
針
３
つ

の
柱
と
、
５
つ
の
留
意
事
項
を
考
慮
し
ま
し
た
。

大
規
模
広
域
な
災
害
時
に
お
け
る

被
災
者
対
応
な
ど
の
強
化

１
計
画
修
正
の
ポ
イ
ン
ト

①
予
想
さ
れ
る
最
大
規
模
の
災
害
へ
の
対
応
を
考

慮
す
る

②
自
主
防
災
組
織
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
住
民
な
ど
の
参
画

に
よ
る
地
域
防
災
力
の
向
上
を
め
ざ
す

③
高
齢
者
や
障
が
い
者
な
ど
の
視
点
を
取
り
入
れ
る

④
減
災
の
視
点
を
入
れ
る

⑤
女
性
の
視
点
を
入
れ
る

安全安心な
暮らしのために
市では、東日本大震災の教訓や最近の大雨災害への

対応、また、県独自の地震被害想定調査などを踏ま

え、｢秋田市地域防災計画｣を全面的に見直しました。

●
基
本
方
針
３
つ
の
柱

津
波
災
害
対
策
の
強
化
／
地
震
動
災
害
の
軽
減
／

災
害
時
の
情
報
提
供
の
充
実
／
交
通
機
能
の
確
保
／

避
難
所
の
機
能
強
化
／
大
規
模
停
電
へ
の
備
え
／

原
子
力
施
設
な
ど
の
災
害
対
応
／

備
蓄
体
制
な
ど
の
強
化

東
日
本
大
震
災
を
踏
ま
え
た

地
震
・
津
波
対
策
の
抜
本
的
強
化

２最
近
の
風
水
害
・
雪
害
な
ど
を
踏
ま
え
た
防
災
対
策

の
見
直
し
／
災
害
時
の
要
援
護
者
対
策
／

帰
宅
困
難
者
対
策
／

防
災
意
識
向
上
の
た
め
の
普
及
啓
発

最
近
の
災
害
な
ど
を
踏
ま
え
た

防
災
対
策
の
見
直
し

３
●
５
つ
の
留
意
事
項

新
た
な
視
点
で
、｢

秋
田
市

地
域
防
災
計
画｣

を
修
正

広
域
防
災
拠
点
な
ど
の
整
備
／

自
治
体
間
な
ど
の
相
互
支
援
／
医
療
体
制
の
整
備
／

防
災
拠
点
な
ど
へ
の
燃
料
油
供
給
対
策
／

行
政
機
能
の
維
持･

確
保
な
ど

問い合わせ･ホームページ

防災安全対策課☎(866)2021･FAX(823)5099
http://www.city.akita.akita.jp/city/gn/ds/plan/

秋田市総合防災訓練の様子

４



津
波
に
よ
る
浸
水
想
定
区
域
や
防
災
情
報
を
掲
載

し
た｢
津
波
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ｣

を
、
広
報
あ
き
た
３

月
21
日
号
と
一
緒
に
全
戸

配
布
し
ま
し
た
。

マ
ッ
プ
は
、｢

下
新
城･

飯
島｣｢

土
崎･

港
北･

寺
内｣

｢
八
橋･

川
尻･

山
王･

茨
島｣

「
新
屋･

勝
平｣｢

浜
田･

下

浜｣
の
沿
岸
部
５
地
区
用

と
、
沿
岸
部
以
外
の
地
区

用
の
６
種
類
が
あ
り
ま
す
。

届
い
て
い
な
い
か
た
は
、

防
災
安
全
対
策
課
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

津
波
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を

３
月
中
旬
に
全
戸
配
布
し
ま
し
た

災
害
へ
の
備
え
は
万
全
を
期
す
に
越

し
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
市
が
全
戸

配
布
し
た
津
波
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
な
ど
を
活
用
し
、

自
分
の
周
り
で
は
ど
ん
な
災
害
が
起
こ
り
う
る
の
か

を
家
族
み
ん
な
で
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

災
害
時
の
家
族
間
の
連
絡
方
法
や
、
災
害
情
報
の

取
得
方
法(

防
災
ネ
ッ
ト
あ
き
た
や
緊
急
速
報
メ
ー
ル)

の
確
認
も
忘
れ
ず
に
お
願
い
し
ま
す
。

市
で
は
、
災
害
情
報
な
ど
を
パ
ソ
コ
ン
や
携
帯
電

話
に
メ
ー
ル
で
配
信
し
て
い
ま
す
。「
防
災
ネ
ッ
ト
あ

き
た｣

に
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
登
録
す
る
と
、
市
内
で

地
震
、
津
波
、
大
雨
、
竜
巻
な
ど
が
発

生
し
た
際
に
、
災
害
情
報
や
避
難
情
報

を
配
信
し
ま
す
。
登
録
は
左
記
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
、
ま
た
は
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
で
。

http://w
w
w
.city.akita.akita.jp/city/gn/ds/system

/

日
頃
の
備
え
は

万
全
で
す
か
？

災
害
情
報
を
メ
ー
ル
で
配
信
す
る

〝
防
災
ネ
ッ
ト
あ
き
た
〞に
ご
登
録
を

日
本
海
中
部
地
震
か
ら
31
年
。

災
害
へ
の
備
え
は
家
族
み
ん
な
で
確
認
を

昭
和
58
年
５
月
26
日
に
秋
田
沖
で
発
生
し
た
日
本

海
中
部
地
震
か
ら
今
年
で
31
年
に
な
り
ま
す
。｢

天
災

は
忘
れ
た
頃
に
や
っ
て
く
る｣

。
こ
の
機
会
に
、
日
頃

の
備
え
を
今
一
度
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

■
家
具
が
倒
れ
な
い
よ
う
に
、
金
具
や

ポ
ー
ル
な
ど
で
固
定
す
る

■
家
の
近
く
の
避
難
場
所
ま
で
の
経
路

を
、
実
際
に
歩
い
て
覚
え
る

■｢

家
族･

知
人
に
伝
言｣｢

災
害
用
伝
言

ダ
イ
ヤ
ル
１
７
１
を
利
用｣

な
ど
、

安
否
確
認
の
ル
ー
ル
を
決
め
る

■
カ
セ
ッ
ト
コ
ン
ロ
、
懐
中
電
灯
、
食

糧
な
ど
の
備
蓄
品
は
、
季
節
や
家
族

構
成
に
応
じ
た
も
の
を
準
備

日
本
海
中
部
地
震

発
生
時
の
秋
田
市
内

災
害
が
発
生
し
た
際
の

上
下
水
道
の
復
旧
応
援
を
約
束

災
害
な
ど
の
発
生
に
よ
り
、
上
下

水
道
施
設
が
被
害
を
受
け
た
場
合
の
応

援
活
動
に
つ
い
て
、
市
で
は
、
お
客
様

セ
ン
タ
ー
の
業
務
を
委
託
し
て
い
る
株

式
会
社
P
U
C
、
そ
し
て
秋
田
管
工
事

業
協
同
組
合
と
、
そ
れ
ぞ
れ
災
害
時
応

援
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

株
式
会
社
P
U
C
と
の
協
定
で

は
、
災
害
時
の
応
急
給
水
と
電
話
に

よ
る
問
い
合
わ
せ
対
応
、
現
場
で
の

広
報
な
ど
の
応
援
を
約
束
。
ま
た
、

秋
田
管
工
事
業
協
同
組
合
と
は
、
平

成
21
年
に
締
結
し
た
応
急
復
旧
活
動

の
協
定
に
、
新
た
に
応
急
給
水
活
動

を
行
う
こ
と
を
加
え
ま
し
た
。

上
下
水
道
局
総
務
課

☎(

８
２
３)

８
４
３
４

３月31日の協定締結式で。右から秋

田管工事業協同組合の高橋理事長、

穂積市長、㈱ＰＵＣの小山代表取締

役社長

マ
ッ
プ
は
カ
ラ
ー
両
面
印
刷

広報あきた　平成26年５月２日号５


